
七
尾
湾
の
冬
の
味
覚
と
し
て
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
「
ナ
マ
コ
」。

見
た
目
が
グ
ロ
テ
ス
ク
な
の
で
、
調
理

し
た
り
食
べ
た
り
し
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
た
だ
、
石
川
県
全
体
の
漁
獲
量
を

み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
七
尾
湾
産

な
の
で
す
。
七
尾
で
は
古
く
か
ら
「
こ

の
わ
た
・
干
し
く
ち
こ
・
き
ん
こ
（
乾

燥
な
ま
こ
）」
と
い
っ
た
加
工
品
が
手

作
業
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ナ
マ
コ
漁

は
小
型
底
曳
網
（
な
ま
こ
桁
網
）
で
行

わ
れ
ま
す
が
、
漁
獲
量
は
昭
和
40
年
代

に
１
，
０
０
０
ト
ン
以
上
あ
っ
た
も
の

が
、
現
在
で
は
３
０
０
ト
ン
台
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

最
近
で
は
石
け
ん
・
化
粧
水
・
レ
ト

ル
ト
食
品
・
う
ど
ん
な
ど
の
新
し
い
商

品
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
能

登
な
ま
こ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
全
国

な
ま
こ
会
議
」、「
な
ま
こ
供
養
祭
」、「
な

ま
こ
川
柳
」
な
ど
「
能
登
な
ま
こ
」
の

知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、「
能
登
な
ま
こ
」
を
増
や
す
↓

獲
る
↓
加
工
す
る
↓
食
べ
て
も
ら
う
と

い
う
流
れ
で
、
ナ
マ
コ
産
業
を
活
性
化

さ
せ
、「
な
ま
こ
の
ま
ち
・
七
尾
」
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
「
能
登
な
ま
こ
」
は
「
能
登
な
ま

こ
加
工
協
同
組
合
」
に
よ
っ
て
平
成
21

年
に
商
標
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

増
や
そ
う
・
食
べ
よ
う

『
能
登
な
ま
こ
』

能登なまこ

ナマコはコラーゲンたっぷり
七尾湾のナマコは味もいいし、香りもいい

NOTO  NAMAKO

「香り」はプラス、「臭い」は
マイナスのイメージ。七尾湾
のナマコは海の香りがします。
最近では獲れる量も少なく

なりましたが、40年ほど前に
は、ナマコの上にナマコがい
るというほどたくさんいたこ
とを思い出します。自然石を
使った護岸がだんだんとコン
クリート護岸に変わり、ナマ
コの数も少なくなったように
感じます。
ナマコはコラーゲンたっぷ

りで独特の食感が味わえます。
一番おいしいのはやはり「酢
の物」ではないでしょうか。
子どもはあまりナマコを食べ

ないので、普段料理を作る人
もナマコ料理は作らないかも
しれません。食べにくいとい
う人は、ゆでるとやわらかく
なるので、酢みそをつけてた
べれば子どもでも食べやすい
と思います。七尾湾特有の土
質は栄養分豊富で、ナマコの
味も他の地域とは違います。
味には自信があります。ナマ
コを酒の肴にすると二日酔い
しないとも言われています。
今後の見通しは決して明る
いことばかりではありません
が、光を見つけながら、天然
の湾（＝七尾湾）を活かして
いきたいと思います。

西 崎 繁 男 さん
石川県漁業協同組合七尾支所　支所運営委員長

Nishizaki  Shigeo
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定 置 網
TEICHIAMI

定置網は決まった場所で
待っているだけの「待つ漁法」
なので、資源の乱獲にはなり
ません。漁場が近いので、操
業のためにたくさんの油も使
わず、環境にも優しい漁法で
す。将来に向けても有望な漁
法だと自負しています。
七尾は目の前に資源がある
ぜいたくな場所です。全国的
にもだんだん知られるように
なってきているという実感は
ありますが、まだまだ七尾は
食文化が乏しいのではないで
しょうか。

私たちが住む目の前には漁
場があり、恵まれた環境にあ
ります。七尾は能登の食文化
の中心となるべきだし、中心
になれる場所だと思います。
七尾にはいろんな意味で能
力があります。要はやる気で
あり、そのための人づくりが
肝心です。楽をしていてはダ
メです。苦しいことに立ち向
かう力が必要です。底力は十
分にあります。私たちはそれ
を活かす術を知り、それを学
ばなければなりません。

定置網は将来も有望な漁法
目の前にある資源を活かさなければなりません

富
山
湾
沿
い
の
定
置
網
漁
業
は
約

４
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
織
田

信
長
に
ブ
リ
を
献
上
し
た
と
の
記
録
も

残
さ
れ
て
お
り
、
日
本
最
大
級
と
も
言

わ
れ
る
規
模
と
漁
獲
高
を
誇
り
ま
す
。

春
に
は
マ
ア
ジ
、
マ
サ
バ
、
マ
ダ
イ
、

初
夏
に
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
秋
に
は
フ
ク

ラ
ギ
、
カ
マ
ス
、
ア
オ
リ
イ
カ
、
冬
に

は
ブ
リ
、
ス
ル
メ
イ
カ
な
ど
、
こ
こ
に

は
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
魚
種

が
獲
れ
て
い
ま
す
。
定
置
網
は
、
自
然

に
入
っ
て
く
る
魚
を
獲
っ
て
い
る
た

め
、
環
境
に
や
さ
し
い
漁
業
と
世
界
か

ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
に
は
「
い
き
い
き
七
尾
魚
」

の
商
標
登
録
も
行
い
、
漁
業
者
・
流
通

業
者
・
市
場
が
一
体
と
な
っ
て
全
国
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
ブ
ラ
ン
ド
魚
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、「
石

川
の
農
林
漁
業
ま
つ
り
」（
金
沢
市
）

や
「
築
地
市
場
ま
つ
り
」（
東
京
都
）

に
も
参
加
し
、
漁
業
者
と
と
も
に
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
評
判
も
上
々
で

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
、
全

国
の
市
場
関
係
者
に
は
、「
い
き
い
き

七
尾
魚
」
や
「
七
尾
市
」
と
い
う
産
地

名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
「
い

き
い
き
七
尾
魚
」
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

勝 木 省 司 さん
石川県漁業協同組合佐々波支所　支所運営委員長

Katsuki  Syouji

日
本
を
代
表
す
る
『
定
置
網
』
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